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ＭＳ＆ＡＤインシュアランス グループの三井住友海上あいおい生命保険株式会社（社長：丹保 人重）は、こ

のたび社会貢献活動の一環として、認定ＮＰＯ法人 世界の子どもにワクチンを 日本委員会へポリオワクチン 

１３万８千人相当分（２００８年度からの累計では約９５万人相当分）の寄付を行いました。 

また、豊かな社会づくりに貢献し、社会やお客さまから信頼される企業でありたいとの理念のもと、 

２０１５年度においても、地域貢献や環境保護、障がい者支援等さまざまな活動を行いました。 

 

１．いのち･医療に関する活動 

（１）世界の子どもにワクチンを贈る活動について  

当社は、商品ブランド「＆ＬＩＦＥ（アンドライフ）」の 

保険商品の新規契約件数に応じた金額を認定ＮＰＯ法人 

世界の子どもにワクチンを 日本委員会（以下ＪＣＶ）に 

ワクチン等の購入費用として寄付する活動を行っています。 

２０１６年５月２４日、２０１５年度新規契約件数相応分 

として、ポリオワクチン１３万８千人相当分の購入費用を 

ＪＣＶに寄付しました。 

ワクチンは、ミャンマー、ラオス、ブータン、バヌアツ等、 

途上国の子どもたちに届けられ、ポリオやはしか等の感染 

症予防に役立てます。 

 

 

 

 

 

 

（２）脳卒中に関する啓発活動 

公益社団法人 日本脳卒中協会との共同事業「脳卒中プロジェクト」の一環

として「日本脳卒中協会セミナー」を２０１０年度から開催し、２０１５年

度末までに約１４,５００人の方にご参加いただきました。 

 

（３）最先端の医療をお伝えする活動 

先進医療に関する情報発信型の専用ＷＥＢサイト「先進医療．ｎｅｔ」や、情報検索型の専用ＷＥＢサイト

「先進医療ナビ」を通じ、先進医療に関するコラムや、先進医療の基礎知識、先進医療に該当する技術・療

養内容、その実施医療機関等の情報提供を行いました。 

また、健康･医療をテーマとしたオープンセミナーとして「粒子線治療セミナー」「ガン経験者によるセミナ

ー」を全国各地で開催し、多くのお客さまにご参加いただいています。 

 

 

 

 

２０１５年度社会貢献活動結果について 

～世界の子どもにワクチンを贈る活動に寄付を行いました～ 

 
認定ＮＰＯ法人 世界の子どもにワクチンを 日本委員会 

世界でワクチンがないために命を落とす子どもは1日4,000人。世界の子どもにワクチンを 日本委員会は、ワクチンで救える命のた
め、ユニセフやＷＨＯ、途上国の保健省と連携しながら途上国にワクチンを贈る民間の国際支援団体です。ワクチンだけでなく、ワ
クチンを運ぶ自転車、保存するための冷蔵庫などを贈り、支援国が継続的、主体的にワクチンを管理できるように活動をしています。
ホームページＵＲＬ：www.jcv-jp.org 

（左：ＪＣＶ理事長 細川佳代子氏  右：当社越智常務）



 

 

 

 

 

２．障がい者支援 

（１）障がい者スポーツの振興・支援 

障がい者スポーツの普及・強化の取り組みが、障がいのある方々の社会 

復帰や生きがいの発見、クオリティ・オブ・ライフの向上に役立つと 

考え、公益財団法人 日本障がい者スポーツ協会、ＮＰＯ法人 日本視覚 

障害者柔道連盟、一般社団法人 日本パラ陸上競技連盟の３団体に協賛 

しました。 

 

（２）障がい者作業所製品の販売会 

本社ビルにおいて、障がい者作業所製品の販売会を定期的に開催し、作業所で働く方々の自立支援に取り組

みました。 

 

 

３．地域貢献･社員活動 

（１）「よこはま動物園ズーラシア」の花壇・緑地整備 

環境保護・地域貢献活動として、２０１５年６月、当社社員等約１４０名 

のボランティアが「よこはま動物園ズーラシア」の花壇整備、アジサイ苗木 

の植え付け等による緑地整備を行いました。 

本活動は、よこはま動物園の園内緑化活動計画の一端を当社が担うもので、 

横浜市の目指す市と企業･市民の協働取り組みでもあります。 

 

（２）本社周辺クリーンアップ活動 

２０１５年１０月・２０１６年２月に、本社周辺地域の皆さまへの感謝の気 

持ちを込め、合計で２５０名を超える当社社員が参加し、始業前の早朝に本 

社周辺のクリーンアップ活動を行いました。 

 

（３）ハートポイント制度による「瓦礫を活かす森の長城プロジェクト」への寄付 

当社は、役職員の自発的・積極的な社会貢献活動に対してポイントを付与し、そのポイント総数に応じて

寄付を行う「ハートポイント制度」を実施しています。２０１５年度４月から３月までの活動分に応じた 

金額のうち、東日本大震災の復興支援として、２０１６年５月３１日、ポット苗３５０本相当分を公益財団

法人 瓦礫を活かす森の長城プロジェクトへ寄付しました。 

 

 
 
 

 

 

 

 今後も、「三井住友海上あいおい生命 行動憲章」に則り、社員・代理店のボランティア活動支援、助成活動

をはじめとする社会貢献活動を積極的に推進してまいります。 

 

以 上 

 
公益財団法人 瓦礫を活かす森の長城プロジェクト 

青森県から福島県におよぶ太平洋岸に瓦礫を利用して盛り土を築き、その上に土地本来の照葉樹、低木・草花からな
る森を育て、巨大津波から命を守る森の防潮堤を築いていくことを目指し活動を行っている公益法人団体です。 
なお、２０１６年７月１日より「公益財団法人 鎮守の森のプロジェクト」に名称を変更します。 

本件に関するお問い合わせ先 

三井住友海上あいおい生命保険株式会社 

経営企画部  広報グループ   酒井・柳田・伊藤    TEL 03-5539-8309 


